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|1日l: 千i

湯河原ロータリークラブ創立45周年を迎え

られましたことを心からお慶び申し上げます。

また、これまでクラブの充実 。発展にに貢

献されてこられました歴代会長はじめ関係者

の皆様に深く敬意を表します。

真実かどうか

みんなに公平か

好意と友情を深めるか

みんなのためになるかどうか

このような心を持つことが、社会に奉仕す

るロータリアンの必須条件だと言われますが、

私も町長就任以来、12年間、たえず自問自答

してきた事柄のような気がいたします。

ロータリークラブの皆様には、各分野でご

活躍される一方、この四つのテストを基本理

念に、町のため、町民の皆様のため、温かい

心で福祉の向上、地域社会の発展に多大なご

尽力を賜りました。

心より感謝申し上げます。

町を取り巻く環境は依然厳しく、地方分権
一括法施行から早7年になるものの、国から

の権限や税源移譲は遅々として進まず、自治

体が地域の実情、特性にあった施策を展開し

たくてもできない厚い壁となっております。

また、新たな枠組み、地域づくりの検討が

急ピッチで進んでおり、本年2月、県西地域

E

湯河原ロータリークラブ

創立45周年を祝して

湯河原町長 米 岡 幸 男

合併検討会が設立されましたが、本町では前

回の協議を通して培った経験を基に、町民の

皆様にとって最善の地方自治を実現するため

の将来像を描き、進むべき方向を明確にして

まいりたいと考えております。

もちろん、合併の有無にかかわらず、激化

している地域間競争に、湯河原が埋没しない

よう、なお一層 「魅力あるまちづくり」にま

い進いたします。

幸いにも四季彩のまちづくりが所期の目的

を達成。また、町立美術館 ・独歩の湯開設、

文学賞創設など恵まれた自然と歴史、文化を

活かしたまちづくりの基礎を構築することが

できました。今後は、全町を網羅する遊歩道

整備計画の早期完成を目指し、町全体が癒し

とふれあいの場となるよう努めてまいります。

難題に直面しても町発展の好機ととらえ、

あきらめることなく、夢と誇りを失わない、

湯河原をこよなく愛する皆様とともに、品格

のある元気なまちをつくりあげてまいりたい

と思います。

ロータリークラブの皆様には、今後も町発

展のため、なお一層のご指導ご協力を賜りま

すようお願い申し上げますとともに、貴クラ

ブのご繁栄と皆様方の御多幸を祈念し、お祝

いの言葉といたします。
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湯 河 原 小 学 校 の子 ど も達 と湯 河 原 ロ
ー タ

リー ク ラ ブ の 会 員 が 、 仲 良 く納 ま っ て い る

一 枚 の写 真 が あ る 。 そ れ ぞ れ の 表 1青は 、 も

み じの植樹 を成 し終 えた満足感 に溢れて いる。

平 成 17年 、 湯 河 原 町 は 町 村 合 併 50周 年 記

念 の 一 環 と して 、 町 民 に よ る
“
もみ じ

"の

植 樹 計 画 を推 進 して いた。

当時 、 湯 河 原 ロー タ リー ク ラ ブ (菅 原 保

会 長 )は 、 社 会 奉 仕 活 動 と して 、 地 域 の エ

ー ズ に応 え 「もみ じ の植 栽 」 に協 力 す る こ

と を計 画 して い た 。 最 初 は 、 会 員 の み で 協

力 し よ う と した が 、 町 の 将 来 を担 う子 ど も

達 と一 緒 に植 樹 をす る こ とに意 義 づ け を し、

湯 河 原 小学校 に協 力 を依 頼 した。

福 井 堅二 校 長 は、環 境 教 育 の
一環 と して 、

ま た とな い機 会 な の で 、 是 非 、 児 童 を参 加

させ た い と理解 を示 して くれ た。

早 速 、 菅 原 会 長 、 伊 藤 社 会 奉 仕 委 員 長 、

高 橋 社 会 奉 仕 委 員 と も ど も、 学 校 に赴 き 草

柳 教 頭 、 奥 津 学 年 主 任 を ま じえ て 、 日程 及

び 内容 につ いて打 合 せ を持 った。

1.期 日は 、 12月 9日

2.「 総 合 の 時 間 」 等 を活 用 し、 給 食 の 時

間 まで に帰校 」 す る。

3.参 加 学 年 は、 4年 生 とす る。

4.30本 の若 木 を 4人 グル ー プで植 樹 。

5.バ ス 3台 は、湯 河 原 R.C.が 手 配 す る。

6.バ ス の 乗 降 、 山 道 の危 険 箇 所 に会 員 を

酉己達圭屯声え0。

12月 9日 、 曇 天 で は あ つ た が 、 119名 の 4

年 生 は 3台 のバ ス に分乗 し、学校 を出発 した。

バ ス に 同 乗 した が 、 子 ど も達 の 元 気 な 挨 拶

子ども達と植えたもみじ

と明 る い笑顔 に心 地 よ さ を感 じた。

池 峯 の登 り口に到着 後 、会 員 の誘 導 で登 り

始 め る。下 見 に来 た時 は 、 マ イ ペ ー スで 登 つ

たが 、今 回 は、子 ども達 のペ ー ス に合 せ な け

れ ば な らな い。子 ども達 とお しゃべ りを しな

が ら登 るので あ るが 、子 ども達 の元 気 な歩 き

には、 つ いて い くのがや っ とで あ った 。細 い

山道 の落 ち葉 を踏 み しめ、心 地 よ い汗 をか き

なが ら池 峯 「もみ じの郷 」 に着 いた。

以 前 か らあ る数 本 の もみ じは色 付 き始 め 、

山ゆ え のひ んや りと した空気 が気 持 ち よ く頬

をな で るので あ った。

小休 止 を した後 、造 園業 の職 人 さんか ら、

植 樹 の方 法 を教 えて も らい、 グル ー プ ご とに

作 業 を始 め た。 あ らか じめ掘 って お いた穴 に

もみ じの若 木 を埋 め込 み土 をか け る。単 純 な

作 業 で は あ るが 、子 ども達 に とって は初 めて

の体 験 で あ る。顔 に上 をつ けなが ら、
一 生懸

命 な姿 を見 る と、子 ども達 と協 働 の作 業 が 出

来 て 良か った とつ くづ く思 うので あ った。

子 ども達 は、 ゲー ム に興 じた後 、記 念写 真

に納 ま り、 軽 い足 取 りで 下 山 を始 め た。

子 ども達 が 植 え た 30本 の もみ じは、 昨 年 見

事 な紅 棄 で 池 峯 の 山 を彩 った。

湯河原 は、 自然 に恵 まれて いる とは言 いな

が ら、少 しず つ昔 の面影 がな くな りつつ ある

現在 、地元 のエーズ に応 え、 ロー タ リー クラ

ブの会員が、子 ども達 と共 に 自然環境 の保全

に役立てた ことは嬉 しい限 りで ある。

4年 生だ った子 ども達 も 6年 生 にな った。

紅葉 の頃、 自分達 の植樹 した もみ じを家族

と見 に行 って ほ しい と願 って いる。

宏

則

町

△
ム
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伊1会長時の思い出 2o03～ 2004(平 成15～ 16)

平 間 章 弘

2003～04年度、国際ロータリージョナサン.

B.マジィアベ会長のテーマは
“
手を貸そう

"

でした。そしてこの時のR.I.の 目標が

1.あ なたのクラブに手を貸そう。

2.あ なたの天職に手を貸そう。

3.あ なたの地域社会に手を貸そう。

4.世 界に手を貸そう。

でした。

新年度第
一例会では、今年度の会長高杉尚

男さんが幹事として完璧に補佐女房役をこな

して下さり心強い限りでした。

この一年間の中ではオース トラリアからの

留学生ェマさんを受け入れ、その事業遂行に

あたり、ホス トファミリーをお引き受けくだ

さった佐東丈介、高橋延幸、高杉尚男会員と

ご家族の皆様には言葉には言い表せないご苦

労があった事と、大変感謝しております。会

員皆様やそのご家族のご理解がなければ、こ

の事業は成り立ちませんでした。また当時青

少年交換委員長だつた浅田会員、地区の担当

だった杉山会員にもご家族共に|ご稼亮↓∫た

だき有難う御座いました。

9月 にはガバナー公式訪問も何事もなく

済み、少し気持ちが軽くなりました。

1月 には無事に留学生のエマさんを帰国

させる事ができ、ほっとした所に今度は、

アメリカからのG.S.Eを 受け入れました。

幹事の高杉さんのご紹介でMOA美 術館を

訪れ、能楽堂の舞台裏など普段なかなか入

ることのできない所を拝見させていただき、

外国のお客様以上に興味深い
一 日を過 ごさ

せていただきました。

6月 には、チャーターメンバーであり又

初代湯河原ロータリークラブ会長であった、

ある意味湯河原R.C.を代表する人物であら

れた天野弘之会員が急逝されたことは断腸

の思いでありました。

入会してわずか七年目に会長職を仰せつか

り、未熟な会長として会員全員でのご協力

により無事一年間クラブ運営ができた事を

大変感謝しております。
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